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▼
対
象
者
／
身
体
障
害
者

▼
募
集
科
目
と
定
員
／
①
１
年
制

＝
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
　
人
、
グ
ラ

１３

フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
７
人
、
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
科
　
人
、
イ
ン
テ
リ
ア

１０

Ｃ
Ａ
Ｄ
科
８
人
、
②
６
カ
月
制
＝

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
事
務
科
　
人
１３

▼
受
付
期
限
／
１
月
　
日
（
木
）

２１

▼
授
業
料
／
無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ
／
国
立
県
営
兵

庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
緯

０
７
２
倆
７
８
２
倆
３
２
１
０
）

　▼
募
集
対
象
幼
児
／
聴
覚
に
障
害

が
あ
り
、
平
成
　
年
４
月
１
現
在

２２

３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
幼
児
、
若

干
名

▼
願
書
受
付
期
間
／
１
月
　
日
１８

（
月
）
～
１
月
　
日
（
金
）、
午

２９

前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）

▼
入
学
選
考
会
／
平
成
　
年
２
月

２２

５
日
（
金
）
午
後
１
時
　
分
～

３０

▼
お
問
い
合
わ
せ
／
県
立
豊
岡
聴

覚
特
別
支
援
学
校
教
育
相
談
係

（
緯
０
７
９
６
倆
　
倆
２
１
１
４
）

２２

（
日
）午
後
１
時
～
４
時
（
受
付
は

午
後
３
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ
／
県
立
但
馬
長
寿
の
郷

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
員
／
花
兵
庫
県
建
築
士
会

浜
坂
支
部
建
築
士
、
但
馬
長
寿
の

郷
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

▼
相
談
内
容
／
段
差
の
解
消
方
法
、

開
閉
し
や
す
い
ド
ア
へ
の
変
更
、

住
む
人
に
合
わ
せ
た
新
築
、
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど

※
事
前
に
申
込
み
い
た
だ
き
ま
す

と
相
談
時
間
を
相
談
時
間
内
で
都

合
を
合
わ
せ
ま
す
。

※
図
面
や
写
真
を
お
持
ち
い
た
だ

く
と
よ
り
具
体
的
な
提
案
が
で
き

ま
す
。

▼
相
談
料
／
無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ
／
県
立
但
馬
長

寿
の
郷
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
緯

６
６
２
倆
８
４
５
６
）

　▼
内
容
／
登
記
・
多
重
債
務
・
消

費
者
問
題
・
成
年
後
見
な
ど

▼
と
き
・
と
こ
ろ
／
２
月
６
日

（
土
）＝
和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー

ル
、
２
月
　
日（
土
）
＝
浜
坂
多
目

１３

的
集
会
施
設
、
２
月
　
日
（
土
）＝

２０

豊
岡
市
民
会
館
中
会
議
室

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

▼
予
約
／
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但

馬
支
部
（
緯
６
７
６
倆
３
３
６
８
）

◎
申
請
時
に
診
断
書
が
必
要
か
ど

う
か
、
よ
く
確
認
し
て
か
ら
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。

革
現
在
の
受
給
者
証
の
有
効
期
限

が
平
成
　
年
３
月
　
日
以
降
に
切

２２

３１

れ
る
方
（
更
新
後
の
有
効
期
間
が

平
成
　
年
４
月
１
日
以
降
に
な
る

２２

方
）
は
、
次
回
の
更
新
申
請
で
は

診
断
書
は
不
要
で
す
。

革
診
断
書
を
添
付
せ
ず
に
申
請
し

た
翌
年
の
申
請
時
に
は
、
診
断
書

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
／
養
父
市
福
祉

課
（
緯
６
６
２
倆
３
１
６
２
）

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
。

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方

の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
／
豊
岡
検
察
審

査
会
事
務
局
（
神
戸
地
方
裁
判
所

豊
岡
支
部
内
緯
０
７
９
６
倆
　
倆
２２

２
３
０
４
）

▼
と
き
／
第
５
回
＝
１
月
　
日
２４

▼
発
効
日
／
　
月
８
日（
木
）

１０

▼
最
低
賃
金
／
時
間
額
７
２
１
円

※
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
も
、

改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
／
兵
庫
労
働
局

賃
金
課
（
緯
０
７
８
倆
３
６
７
倆

９
１
５
４
）

▼
と
き
／
２
月
　
日（
火
）午
後
１

１６

時
　
分
～

３０
▼
と
こ
ろ
／
公
立
八
鹿
病
院
、３

階
講
堂

▼
内
容
／「
先
手
必
勝
・
・
が
ん

検
診
」＝
公
立
八
鹿
病
院
長
、宮
野

院
長
、「
町
ぐ
る
み
検
診
で
救
わ
れ

た
命
～
今
を
精
一
杯
生
き
る
～
」

＝
患
者
会
ゆ
ず
り
は
明
石

▼
お
問
い
合
わ
せ
／
養
父
市
健
康

課
（
緯
６
６
２
倆
３
１
６
７
）

　
こ
れ
ま
で
、
毎
年
提
出
い
た
だ

い
て
い
た
診
断
書
で
す
が
、
平
成

　
年
４
月
１
日
支
給
認
定
分
か
ら

２２２
年
に
１
度
の
提
出
に
変
更
と
な

り
ま
す
。

広告

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）の

診
断
書
の
提
出
変
更
に
つ
い
て

「
が
ん
予
防
講
演
会
」の

開
催
に
つ
い
て

兵
庫
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
！

「
検
察
審
査
会
」

「
障
害
者
職
業
訓
練
生
」

を
募
集

募
　
　
集

「
平
成
　
年
度
県
立
豊
岡
聴
覚

２２

特
別
支
援
学
校
幼
稚
部
」入
学

幼
児
を
募
集

お
知
ら
せ

「
但
馬
長
寿
の
郷
・
住
ま
い
の

相
談
会
」を
開
催

司
法
書
士
に
よ
る
市
民
生
活

無
料
相
談
会
を
開
催
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▼
２
月
の
日
程
と
担
当
医
師（
敬

称
略
）／
２
月
７
日（
日
）＝
中
沢

洋（
豊
岡
市
出
石
町
）、２
月
　
日
１４

（
日
）＝
赤
松
亮（
豊
岡
市
九
日
市
）、

２
月
　
日（
日
）＝
國
屋
正
史（
養

２１

父
市
八
鹿
町
）

▼
診
療
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
こ
れ
以
外
は
、
豊
岡
病
院

の
医
師
が
担
当
し
て
い
ま
す
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
／
豊
岡
病
院
救

急
受
付
（
緯
０
７
９
６
倆
　
倆
６

２２

１
１
１
）

▼
募
集
学
科
、
人
数
／
機
械
制
御

工
学
科
　
名
程
度
、
建
築
工
学
科

１０

　
名
程
度
、
情
報
工
学
科
　
名
程

１５

１０

度
、
自
動
車
工
学
科
５
名
程
度

▼
試
験
区
分
／
第
２
回
一
般
入
校

試
験

▼
対
象
者
／
高
等
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
が
あ
る
も
の

▼
試
験
日
／
平
成
　
年
１
月
　
日

２２

３０

（
土
）

▼
募
集
期
間
／
平
成
　
年
１
月
　

２２

１２

日
（
火
）
～
１
月
　
日
（
金
）

２２

▼
お
問
い
合
わ
せ
／
兵
庫
県
但
馬

技
術
大
学
校
（
緯
０
７
９
６
倆
　２４

倆
２
２
３
３
）

豊
岡
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
地
域
連
携
小
児
休
日
救
急
診
療
」

お
知
ら
せ

　このたび、（財）自治総合センターの宝くじの普及

広報事業である「コミュニティ助成事業」を活用し、

大屋地域局管内のコミュニティ組織を対象とした

貸し出し用のイベント備品の整備を行いました。

　貸し出しを希望される団体は、大屋地域局までご

連絡ください。

　（１台）、スクリーン（１台）、展示パネル一式（６枚）

猿事業費／２５０万（うちコミュニティ助成金２５０万

円）

「コミュニティ助成事業」で
イベント備品を整備しました

猿備品一覧／

　集会用テント《２

間×３間》（１０張）、

テーブル（２０台）、

ワイヤ　レスアン

プセット《テープ、

ＣＤ対応》（１組）、

プロジェク　ター

「
平
成
　
年
度
県
立
但
馬

２２

技
術
大
学
校
」学
生
募
集

　
兵
庫
県
で
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
学
ん
だ

「
助
け
合
い
の
大
切
さ
」

を
生
か
し
た
「
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
共
済
」
を
全
国
で
初

め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

興
す
べ
て
の
自
然
災
害
を

対
象
　
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
地
震
・
台
風
・
洪
水

は
も
ち
ろ
ん
、
最
近
よ
く

発
生
し
て
い
る
竜
巻
き
や

急
激
な
土
石
流
な
ど
、
す

べ
て
の
自
然
災
害
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

興
家
の
古
さ
、
広
さ
も
関

係
な
し

　
占
有
面
積
の
広
狭
や
築

年
数
に
関
係
な
く
１
住
宅

あ
た
り
の
負
担
は
年
額
５
，

０
０
０
円
と
安
く
、
ま
た
、

支
給
さ
れ
る
給
付
金
も
同

額
で
す
。

興
迅
速
な
給
付
制
度

　
昨
年
の
台
風
９
号
を
契

機
に
、被
加
入
者
の
早
期

の
住
宅
再
建
を
支
援
す
る

た
め
、
制
度
の
見
直
し
を

行
い
り
災
証
明
書（
市
役

所
発
行
）
が
発
行
さ
れ
た

段
階
で
迅
速
か
つ
簡
素
な

手
続
き
に
よ
り
、
補
修
給

付
金
に
相
当
す
る
額
を
前

倒
し
て
給
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
興
地
震
保
険
な
ど
（
Ｊ

Ａ
共
済
な
ど
）
に
加
え
て

加
入
で
き
ま
す
。

　
自
己
の
備
え
と
し
て
加

入
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ａ
共
済

な
ど
に
加
え
て
加
入
で
き

ま
す
。

　
興
加
入
申
込
み
方
法

　
兵
庫
県
内
の
郵
便
局
窓

口
、郵
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
み
）で
申
込
み
で
き
ま

す
。

興
ご
相
談
・
お
問
合
わ
せ

先但
馬
県
民
局
総
務
防
災
課

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
担
当

（
緯
０
７
９
６
倆
　
倆
１

２３

０
０
１
内
線
２
０
６
）

兵
庫
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
」
の
ご
案
内

～
小
さ
な
負
担
で
大
き
な
補
償
～
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。


